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容的側面（ “自分のことを好ましく感じる ”）の 2 項目からなる，2 項目自尊
感情尺度（Two-Item Self-Esteem scale: TISE）を提案する。  
 2 項目自尊感情尺度の信頼性・妥当性を多方面から検討するために，本研
究では，多様な種類の対象・方法を用いて調査を実施する。研究 1 と研究 2
では特性自尊感情の測定について，研究 3 と研究 4 では状態自尊感情の測定
について検討する。具体的な検討の方法として，研究 1 では大学生を対象と
した集合法による質問紙調査をおこなった。研究 2 では一般成人を対象とし
た郵送調査および Web 調査をおこなった。研究 3 では大学生を対象として
実験的シナリオによる質問紙調査をおこなった。研究 4 では一般成人を対象











 本論文で開発された 2 項目自尊感情尺度は，きわめて少ない項目数で，状
態–特性自尊感情の両視点から，自尊感情の測定が可能なツールである。今
後の自尊感情研究において，特に適応／不適応との関係性について，新たな
発見と重要な知見の蓄積が期待できる。  
 
  
